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              中山 美和 

個に応じた指導方法の追究 
  ー「書くこと」を通してー 



 
 

自分のことを 

伝えたい 

意欲が高い。 
自分の考えを 

自信をもって 

伝えることに 

課題がある。 表現するための 

語彙が不足 

している。 

児童の実態 



児童の実態から 

「書くこと」を通して 

児童の表現力を高めたい 



視点と 
モデル文
の提示 

日常的な活動 言語環境の整備 

個に応じた 
指導方法の 
  追究 学習過程の    

工夫 

習熟度別 
指導の 
設定 



学習過程の工夫 

単元構成の工夫 

・見通しがもてる単元構成 
・目的意識、相手意識を明確化 

実態に合わせた学習形態 

・主体的な学びにつながる。 

個に応じた指導方法の追究 



視点とモデル文の提示 

書く視点の提示 

・単元で身に付けさせたい力を 
 具体的に提示する。 

モデル文の活用 

・実態に応じたモデル文を 
 活用する。 

個に応じた指導方法の追究 



習熟度別指導の設定 

習熟度別クラス 

・より個の実態に合わせた指導 
  ができる。 

学級内習熟度 

・担任が習熟度を想定して指導 
 を行う。 

個に応じた指導方法の追究 



日常的な活動 

【イズミタイム】 

 

火曜日 

朝学習で１０分間 

書く活動を行った。 

  



一
年
生 

六
年
生 
五
年
生 

四
年
生 

三
年
生 

二
年
生 

日常的な活動 

【今月の詩】 
学年ごとに 

詩を決め、 

音読、暗唱、 

視写などを 

行った。 



言語環境の整備 

【ことばの広場】 
言語活動の作品を昇降口に掲示した。 

 

   



言語環境の整備 

【季節の広場】 

月ごとに 

季節に合った 

詩や言葉、 

写真を 

掲示している。   



「和泉小学校を 
      よりよくしよう」 

授業実践 5年生 国語 



学習過程の工夫 
 
１ 課題意識・相手意識 
   
 

１７ 

学校をよりよくするために 

どんなことができるか。 



 
１ 課題意識・相手意識 
   
 

学習過程の工夫 



 
２ 目的に応じた学習形態   
 

課題別 
 

◆異学年交流 
◆廊下歩行 
◆あいさつ 
◆登下校 など 

習熟度別 
 

◆習熟度A 
◆習熟度BA 
◆習熟度BB 
◆習熟度C  

学習過程の工夫 



 
２ 目的に応じた学習形態   
 

学習過程の工夫 



 
３ 提案書は代表委員会へ 
   
  

学習過程の工夫 



１ 書く視点の提示       

  
 
  
 
 

視点とモデル文の提示 



２ モデル文による書き方の例示   

 

 

視点とモデル文の提示 



１ 自分で書いた提案書を 
    基に習熟度に分けた。 
 
 
   
   
                                ３クラス４展開 
 

 

習熟度 
A 
 

 

習熟度
BA 

 

 

習熟度
BB 

 

 
習熟度 

C 
 

習熟度別指導の設定 



２ 習熟度クラス分け  

習熟度別指導の設定 

習熟度Ａ 習熟度C 



２ 習熟度クラス分け  

習熟度別指導の設定 

習熟度ＢＡ 習熟度ＢＢ 



多くの情報を基にして 
       書く力が高まった。 
 

交流や推敲を通して 
      文章を見直す力が高まった。 

〈習熟度Ａクラス〉 

児童の変容① 



 

登
・
下
校
中
に
お
に
ご
っ
こ

を
し
な
が
ら
走
っ
た
り
、
広

が
っ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
こ
と
を
す
る
と
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
お
に

ご
っ
こ
を
し
て…

 

 

登
・
下
校
中
に
お
に
ご
っ
こ

を
し
て
い
る
人
を
見
た
こ
と
が

あ
る
。
友
達
と
遊
び
な
が
ら
歩

い
て
い
る
と
車
や
自
転
車
が
来

て
い
る
こ
と
に
気
が
付
か
な
い
。

ま
た
、
広
が
っ
て
歩
く
こ
と
で
、

他
の
人
が
通
れ
ず
に
迷
惑
に
な
っ

て
い
る
。 

変容前 変容後 



変容前 変容後 

一人では、 

3文しか 

書けなかった。 



自分の力で書ける 

             文章量が増えた。 
 

時間内に書き上げることができ、 

   書くことへの意欲が高まった。 
 

        

習熟度Ｃクラス 

児童の変容② 



 

  書くことに慣れ、 

  内容にも変化が見られた。 

児童の変容③ 



変容前 変容後 



書くことを通して 

自分の考えを表現できるように 

なった。 

成果① 

個に応じた指導方法の追究 



習熟度を想定し、教材研究等を 

行うことで、指導力が向上した。 

成果② 
個に応じた指導方法の追究 



「書く活動」を積み上げ、 

 言語への興味・関心が 

 高まった。 

成果③ 
個に応じた指導方法の追究 



より個に応じた指導方法を 

追究する。 

課題① 
個に応じた指導方法の追究 



思考力を高め

る指導方法を     

工夫する。 

 

課題② 

個に応じた指導方法の追究 



ご清聴 
 

 ありがとうございました。 


